
市
政
野
名
だ
よ
り
第
十
五
号

発
行
者

野
名
す
み
よ

大
王
町
波
切
一
〇
八
―
一

平
成
二
二
年
九
月
発
行

℡
七
二
‐
一
三
二
〇

◆
市
長
が
審
議
中
に
撤
回

鵜
方
第
二
保
育
所
廃
止
案

本
年
二
月
一
五
日
、
大
口
市
長
よ
り
「
民
間
保
育
所
の
参

入
に
伴
い
、
鵜
方
第
二
保
育
所
を
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
で

廃
止
す
る
」
と
議
会
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
民
間
保
育
所
は

平
成
二
三
年
四
月
開
所
予
定
で
す
。

私
は
民
間
保
育
所
の
参
入
に
は
賛
成
で
す
。
し
か
し
、
鵜
方

第
二
保
育
所
の
突
然
の
廃
止
は
、
地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
の
か
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。

市
長
の
答
弁
は
「
進
め
て
い
き
ま
す
」
で
し
た
。

三
月
一
六
日
、
予
算
特
別
委
員
会
に
鵜
方
第
二
保
育
所
関
係

者
と
見
ら
れ
る
多
数
の
方
が
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
す
る
と

市
長
は
、
突
然
「
当
分
の
間
、
鵜
方
第
二
保
育
所
を
残
し
ま
す
」

と
、
審
議
中
に
廃
止
案
を
撤
回
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

▼
撤
回
を
評
価
し
た
坂
口
・
高
岡
議
員

休
憩
中
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
、
市
長
に
、
「
審
議
中
に
撤

回
す
る
よ
う
な
議
案
な
ら
、
最
初
か
ら
提
案
す
べ
き
で
は
な
い
。

も
う
少
し
慎
重
に
し
て
ほ
し
い
」
と
苦
言
を
呈
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
坂
口
洋
議
員
は
、
「
関
係
す
る
地
域
の
人
達

の
い
る
席
で
撤
回
し
た
こ
と
は
、
住
民
の
た
め
に
よ
い
こ
と

だ
」
と
横
か
ら
応
酬
し
、
高
岡
英
史
議
員
も
同
調
し
ま
し
た
。

議
案
と
は
、
そ
ん
な
に
軽
い
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
に
提
出
し
た
議
案
を
、
市
長
が
簡
単
に
撤
回
す
る
よ
う
な

こ
と
が
常
態
化
す
れ
ば
、
市
政
は
混
乱
し
ま
す
。

地
域
住
民
に
理
解
を
求
め
る
準
備
期
間
も
お
か
ず
、
保
育
所

廃
止
を
打
ち
出
し
、
反
対
の
声
が
上
が
る
と
す
ぐ
さ
ま
撤
回
し

た
市
長
。

私
は
こ
の
よ
う
な
政
治
手
法
が
、
「
住
民
に
よ
い
こ
と
。
評

価
に
値
す
る
」
と
は
、
と
う
て
い
思
え
な
い
の
で
す
が
…
。

▼
民
間
保
育
所
建
設
で

市
の
負
担
軽
減
は
一
億
四
〇
〇
〇
万
円

公
立
保
育
所
施
設
整
備
補
助
金
等
が
平
成
一
八
年
度
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
が
保
育
施
設
を
建
設
す
る

場
合
、
事
業
費
約
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
の
全
額
を
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
間
の
場
合
は
、
国
か
ら
補
助
金
が
出
る
の
で
、
市
の
負
担

は
事
業
費
の
四
分
の
一
の
三
八
〇
〇
万
円
で
す
み
ま
す
。

▽
民
間
保
育
所
の
概
要
（
定
員
九
〇
人
）

・
建
設
予
定
地
…
阿
児
町
神
明
八
七
八
番
地

・
保
育
内
容
…
乳
児
保
育
（
生
後
五
七
日
目
か
ら
）

 
 
 
 
 
 

延
長
保
育
（
午
後
七
時
ま
で
）
、
障
害
児
保
育

・
保
育
料
…
市
と
同
額 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
予
算
可
決
後
に
中
止

浜
島
小
学
校
の
通
学
路
整
備

本
年
一
月
二
一
日
の
臨
時
議
会
で
承
認
さ
れ
た
浜
島
小
学

校
の
通
学
路
整
備
が
、
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
報
告
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

「
浜
島
町
自
治
会
の
要
望
を
受
け
、
本
年
一
月
一
七
日
に
保

護
者
会
で
予
定
地
を
説
明
し
た
際
、
異
論
が
な
か
っ
た
の
で
決

定
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
四
月
二
三
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
、『
急

傾
斜
地
の
階
段
は
危
険
だ
か
ら
、
ホ
テ
ル
紫
光
前
の
県
道
に
歩

道
を
設
置
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
で
、
市
が
示

し
た
予
定
地
に
賛
成
し
た
保
護
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
」

市
長
は
民
意
を
受
け
て
通
学
路
の
整
備
を
中
止
し
ま
し
た
。

こ
の
民
意
、
事
業
に
着
手
す
る
前
に
調
査
す
べ
き
で
す
。

▼
市
長
は
「
が
け
崩
れ
」
を
承
知
で
決
定

計
画
段
階
で
、
市
長
・
副
市
長
は
通
学
路
予
定
地
を
歩
き
、

安
全
性
を
確
認
し
た
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
地
を
見
れ
ば

一
部
区
間
に
が
け
崩
れ
が
あ
り
、
迂
回
路
が
必
要
で
あ
る
こ
と

そ
の
迂
回
路
に
は
急
傾
斜
の
階
段
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
す
ぐ
分
か
る
は
ず
で
す
。
市
長
・
副
市
長
は
い

っ
た
い
ど
こ
を
見
て
安
全
と
判
断
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

保
護
者
か
ら
反
対
さ
れ
て
中
止
す
る
ま
で
に
、
す
で
に
業
務

委
託
料
等
百
八
二
万
円
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
浜
島
地
区
教

育
施
設
整
備
基
金
か
ら
出
さ
れ
た
こ
の
お
金
。「
無
駄
な
出
費
」

と
の
批
判
は
免
れ
ま
せ
ん
。

◆
火
葬
場
建
設
予
算
を
可
決

本
年
七
月
一
六
日
の
臨
時
議
会
で
、
磯
部
町
三
ヶ
所
地
区
に

建
設
す
る
火
葬
場
の
一
部
費
用
四
二
七
一
万
円
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
賛
成
は
一
六
名
、
反
対
は
五
名
で
し
た
。

反
対
議
員
…
助
田
時
夫
、
谷
口
覚
、
森
本
雅
太
、
上
村
繁
子
、

野
名
澄
代
（
敬
称
略
）

▼
建
設
反
対
派
は
自
治
会
を
提
訴

火
葬
場
建
設
事
業
費
は
約
一
三
億
四
五
〇
〇
万
円
。
国
か
ら

補
助
金
は
出
ま
せ
ん
。
合
併
特
例
債
を
使
え
ば
、
市
の
負
担
は

約
三
億
八
四
〇
〇
万
円
に
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
期
限
が
あ
る
た

め
、
用
地
取
得
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
反
対
派
の
方
々
が
自
治
会
の
決
議
無
効
を
求
め
て
提

訴
し
て
お
り
、
現
在
係
争
中
で
す
。

数
名
の
議
員
が
こ
の
裁
判
を
懸
念
し
て
、
市
長
に
「
敗
訴
し

て
も
建
設
を
進
め
て
い
く
の
か
」
と
質
し
ま
し
た
。
「
臨
機
応

変
に
対
応
し
ま
す
」
と
市
長
。
「
勝
訴
敗
訴
に
関
わ
ら
ず
建
設

を
進
め
て
い
く
の
か
」
に
は
、
「
固
い
決
意
で
臨
み
た
い
」
と

答
え
た
も
の
の
、
敗
訴
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
何
度

質
問
さ
れ
て
も
、
あ
い
ま
い
な
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

私
は
火
葬
場
建
設
に
は
賛
成
で
す
。
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
算
承
認
後
に
計
画
を
撤

回
す
れ
ば
、
市
は
四
二
〇
〇
万
円
余
を
捨
て
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
「
不
退
転
の
覚
悟
で
臨
む
」
姿
勢
を
市
長
が

見
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
一
審
判
決
後
に
予
算
化
し
た
方

が
よ
い
と
判
断
し
、
現
時
点
の
予
算
案
に
反
対
し
ま
し
た
。



◆
県
営
志
摩
水
道
を
志
摩
市
へ

県
営
水
道
を
志
摩
市
が
受
託
す
る
（
水
道
一
元
化
）
た
め
の

一
部
予
算
が
、
六
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨

年
九
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

反
対
議
員
…
中
村
和
晃
、
福
田
和
義
、
谷
口
覚
、
野
名
澄
代

 
 
 
 
 

松
尾
忠
一
、
浜
口
三
代
和
、
山
際
優
、
上
村
繁
子

 
 
 
 
 

西
崎
甚
吾
、
杉
木
弘
明
（
敬
称
略
）

▼
指
摘
さ
れ
て
き
た
問
題
点

県
営
志
摩
水
道
を
志
摩
市
が
受
託
す
る
こ
と
に
関
し
て
、

こ
れ
ま
で
次
の
事
項
が
問
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

①

施
設
の
耐
用
年
数
が
管
理
棟
九
年
、
事
務
所
一
六
年
、
貯

水
施
設
一
三
年
と
短
い
。

②

送
水
管
・
導
水
管
は
耐
用
年
数
四
〇
年
を
過
ぎ
て
お
り
、

改
修
に
約
七
八
億
円
が
必
要
と
な
る
。

③

借
金
二
五
億
円
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④

将
来
、
大
規
模
な
施
設
の
改
修
や
人
口
減
に
よ
る
使
用
量

の
減
少
か
ら
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
懸
念
さ
れ
る
。

▼
「
一
元
化
は
得
」
と
大
口
市
長

①

こ
れ
ま
で
県
に
支
払
っ
て
い
た
受
水
費
一
〇
億
円
が
二

億
五
〇
〇
〇
万
円
に
減
額
さ
れ
、
年
間
七
億
五
〇
〇
〇
万
円

の
得
に
な
る
か
ら
、
県
か
ら
そ
れ
以
上
の
支
援
は
無
理
。

②

送
水
管
・
導
水
管
は
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
も
、
現
在
漏
水

が
な
い
の
で
半
永
久
的
に
大
丈
夫
。

③

水
の
使
用
量
が
減
れ
ば
経
費
が
少
な
く
な
る
の
で
、
水
道

料
金
は
下
が
る
。

▼
私
の
反
論

①

年
間
七
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
得
は
間
違
い
。
市
の
担
当
部

局
は
県
・
市
ど
ち
ら
が
運
営
し
て
も
、
人
件
費
や
借
金
返
済

を
含
め
た
経
常
経
費
は
約
一
〇
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

②

震
度
三
の
地
震
で
管
路
が
破
裂
し
た
事
例
が
あ
る
。
管
路

の
補
修
を
計
画
的
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
補
修
費
は
す
べ
て

市
の
負
担
と
な
る

③

水
の
使
用
量
が
減
れ
ば
水
道
会
計
は
赤
字
と
な
り
、
料
金

の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
。

▼
受
け
入
れ
条
件
は
整
っ
て
い
な
い

県
企
業
庁
は
県
の
水
道
用
水
供
給
事
業
と
市
の
水
道
事
業

を
一
本
化
す
る
た
め
に
、
県
営
志
摩
水
道
を
志
摩
市
に
譲
渡
す

る
方
針
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
大
口
市
長
は
、
議
会
に
説
明
も
な
く
、
昨
年

締
結
し
た
基
本
合
意
書
の
年
度
だ
け
を
変
え
、
本
年
三
月
に
再

度
基
本
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

二
五
年
後
の
志
摩
市
の
推
計
人
口
は
三
万
五
〇
〇
〇
人
で

す
。
高
齢
化
率
が
高
く
、
税
収
入
が
減
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
と
き
、
志
摩
市
の
財
政
で
、
水
の
供
給
源
を
安
定
し
て
管

理
運
営
で
き
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
将
来
、
水
道
用
水
供
給
施
設
が
足
か
せ
と
な
り
、
水
道

料
金
の
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
大
口

市
長
に
県
か
ら
支
援
を
引
き
出
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

◆
伊
雑
の
浦
の
漁
場
再
生
に

 
 
 

鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
使
用

「
伊
雑
の
浦
地
区
漁
場
再
生
協
議
会
」
の
提
案
の
も
と
に
、

磯
部
町
伊
雑
の
浦
に
鉄
鋼
ス
ラ
グ
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

財
源
は
国
土
交
通
省
の
「
建
設
業
と
地
域
の
元
気
回
復
助
成

事
業
」
。
漁
業
再
生
協
議
会
の
構
成
は
、
志
摩
市
・
三
重
県
建

設
業
協
会
・
三
重
県
建
設
業
協
会
志
摩
支
部
・
鳥
羽
磯
部
漁
業

協
同
組
合
・
志
摩
市
商
工
会
で
す
。

▼
鉄
鋼
ス
ラ
グ
で
環
境
汚
染
・
健
康
被
害
が
多
発

鉄
鋼
を
生
産
す
る
と
き
に
で
き
る
副
産
物
が
鉄
鋼
ス
ラ
グ
。

用
途
は
セ
メ
ン
ト
原
料
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
・
路
盤
材
な
ど

で
す
。
愛
知
県
と
北
海
道
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
に
認
定
さ
れ

人
工
干
潟
造
成
や
漁
場
再
生
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
面
、
環
境
汚
染
や
健
康
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

▽
鉄
鋼
ス
ラ
グ
使
用
事
例

・
北
海
道
増
毛
町
…
磯
焼
け
が
改
善
さ
れ
、
昆
布
が
再
生
。

・
愛
媛
県
今
治
市
…
環
境
基
準
を
大
幅
に
超
え
る
水
銀
・
ヒ

素
・
鉛
が
検
出
。
カ
キ
や
魚
が
次
々
に
死
に
、
周
辺
住
民
に

健
康
被
害
が
多
発
。
業
者
は
一
〇
億
円
を
か
け
て
撤
去
。

・
鳥
羽
市
の
松
尾
工
業
団
地
で
造
成
工
事
に
使
用
し
た
路
盤
材

か
ら
基
準
値
を
超
え
る
フ
ッ
素
が
検
出
。
業
者
は
撤
去
し
、

造
成
工
事
は
や
り
直
さ
れ
た
。

・
環
境
基
準
を
超
え
る
化
学
物
質
が
愛
知
県
で
三
ヶ
所
、
三
重

県
で
一
ヶ
所
検
出
さ
れ
、
撤
去
命
令
が
出
さ
れ
た
。

ほ
か
に
千
葉
市
・
松
山
市
・
名
古
屋
港
で
も
環
境
汚
染
。

▼
漁
場
再
生
に
は
ヘ
ド
ロ
除
去
が
最
良

三
月
定
例
会
で
、
松
尾
忠
一
議
員
が
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
よ
る

環
境
汚
染
問
題
を
取
り
上
げ
、
「
伊
雑
の
浦
で
の
使
用
は
や
め

る
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。

大
口
市
長
は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。

「
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
対
す
る
警
鐘
が
出
て
き

た
。
私
は
漁
民
の
こ
と
、
ま
た
、
風
評
被
害
の
こ
と
を
考
え
、

今
は
踏
み
込
む
と
き
じ
ゃ
な
い
と
思
い
、
当
該
団
体
を
呼
び
、

『
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
自
粛
し
な
さ
い
』
と
言
っ
た
。
彼
ら
は
『
わ

か
り
ま
し
た
。
今
回
、
自
粛
し
ま
す
』
と
い
っ
て
決
着
が
つ
い

て
い
ま
す
。
」

そ
の
後
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
使
用
が
中
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
私
は
六
月
定
例
会
で
、「
自
粛
を
申
し
入
れ
た
が
、『
判

断
は
当
該
団
体
に
ゆ
だ
ね
る
。
実
験
の
結
果
が
よ
け
れ
ば
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
出
す
』
と
い
う
こ
と
で
す
か
」
と
質
問
。
市
長
は
「
イ

エ
ス
か
ノ
ー
か
を
迫
ら
れ
る
と
、
回
答
に
困
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
」
と
逃
げ
ま
し
た
。
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
「
使
用
す
る
、
し
な

い
」
だ
け
の
こ
と
に
、
な
ぜ
答
え
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
環
境
汚
染
の
危
険
性
が
あ
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
、
使
用
す

べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
漁
場
再
生
に
は
、
浚
渫
に
よ
る

ヘ
ド
ロ
の
除
去
が
最
良
で
す
。
市
の
財
政
に
見
合
っ
た
事
業
費

で
ヘ
ド
ロ
を
除
去
し
、
堆
積
し
た
場
所
と
除
去
し
た
場
所
の
ア

オ
サ
の
生
育
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
、
県
や
国
か
ら
浚
渫
の
補

助
金
を
引
き
出
す
努
力
を
す
べ
き
で
す
。




